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哲
闘
学
研
究
　
　
静
秘
二
百
山
ハ
十
・
七
號

エ
ト
ム
ン
ト
。
フ
ッ
セ
ア
ル
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
五
九
年
一
一
九
三
入
年
）

　
現
象
學
の
創
始
者
、
フ
ッ
セ
ア
ル
教
授
は
本
年
四
月
二
＋
七
日

勉
去
。
「
濃
密
學
と
し
て
の
一
二
」
の
樹
立
に
献
身
、
學
問
的
研
究
郎

生
活
な
り
し
老
哲
練
者
の
計
報
に
接
し
、
取
り
敢
へ
す
略
傳
を
掲

げ
て
哀
悼
の
意
を
表
す
。
フ
ッ
セ
ァ
ル
．
教
授
は
「
八
五
九
年
四
月

八
日
チ
．
【
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
蕎
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
）
メ
；
ソ
ン
州

プ
ロ
ー
ス
ニ
ッ
ッ
に
生
誕
。
一
八
八
七
年
ハ
レ
大
學
私
講
師
就
任
、

同
年
「
撒
の
概
念
に
就
い
て
」
（
就
職
論
文
の
一
部
）
零
雨
。
一
八
九

一
年
「
算
術
の
哲
學
」
第
「
巻
（
就
職
論
文
の
改
作
）
刊
行
。
　
一
九
〇

〇
年
「
込
畑
理
研
究
」
牌
昂
｝
巷
刊
行
。
　
一
九
〇
一
年
ゲ
ッ
ー
ブ
ィ
ン
グ
ン

大
學
員
外
教
授
就
任
、
「
論
理
研
究
」
第
二
巻
刊
行
。
　
一
九
〇
六
年

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ン
大
詰
正
教
授
就
任
、
一
九
一
六
年
ま
で
在
職
。

一
九
…
一
年
「
嚴
密
學
と
し
て
の
哲
學
」
を
難
誌
門
，
ロ
ゴ
ス
L
第
一
雀
・

に
掲
載
。
一
九
一
三
年
「
論
理
研
究
」
第
一
巻
及
び
第
二
巻
第
一
部

の
改
訂
第
二
版
を
刊
行
。
同
年
氏
の
編
輯
の
下
に
「
哲
學
及
び
現
象

學
的
研
究
年
報
」
創
刊
、
同
誌
巻
頭
に
「
純
粋
現
象
學
及
び
現
象
學

一
〇
〇

的
哲
學
の
理
念
」
第
一
巻
獲
表
、
一
九
一
六
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
払

正
教
授
就
任
。
　
九
二
〇
年
「
論
理
研
究
し
第
二
巻
第
二
部
改
訂
第

二
版
刊
行
。
　
一
九
二
八
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
一
學
…
退
職
。
「
内
的
時
間

意
識
の
現
象
學
に
臥
す
る
講
義
」
ハ
イ
デ
ヅ
ガ
ー
に
よ
り
「
年
報
」

第
九
巻
に
護
表
。
一
九
二
九
年
、
生
誕
七
十
年
記
念
論
文
集
（
年

報
特
輯
）
刊
行
。
「
形
式
的
論
理
墨
と
先
験
的
論
理
學
」
「
年
報
」
第

十
巻
に
嚢
表
。
｝
、
大
英
百
科
全
書
」
第
十
四
版
に
「
現
象
墨
」
の
項
目

執
筆
。
一
九
三
〇
年
「
イ
デ
ー
ン
」
の
三
智
（
三
一
年
刊
行
）
の
序
と

し
て
「
私
の
純
粋
現
象
學
の
理
念
に
就
い
て
の
後
書
」
を
執
筆
、

「
年
報
」
第
十
｝
巻
（
最
終
巻
）
に
襲
表
。
一
九
三
｝
年
「
デ
カ
ル
ト

的
冥
想
」
（
二
九
年
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
於
け
る
講
義
の
佛
課
）
刊
行
。

一
九
三
六
年
・
り
…
ベ
ル
ト
編
一
韓
の
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ァ
」
第
一
巻
に

「
西
敏
科
學
の
危
機
と
先
病
的
現
象
學
」
寄
稿
。
一
九
三
七
年
新
版

「
フ
ィ
ロ
ゾ
～
フ
．
二
・
レ
ク
シ
コ
ン
」
に
自
己
紹
介
の
一
文
を
寄
せ

て
、
學
的
立
場
を
町
明
。


